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健康づくりと食育で元気アップ！
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震
災
直
後
、
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
消
防

職
員
を
緊
急
消
防
援
助
隊
の
後
方
支
援
隊
と
し

て
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
６
人
、
福
島
県
本
宮

市
に
６
人
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
友
好
都
市
で
あ
る
福
島
県
白
河
市
に

水
道
供
給
支
援
の
た
め
、
３
月
14
・
15
日
に
２

人
の
水
道
職
員
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
下
水
道
復

旧
支
援
の
た
め
４
月
11
日
か
ら
技
術
職
員
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
宮
城
県
石
巻
市
に
災
害
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
汚
泥
の
撤
去
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
市
で
は
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

連
携
し
て
石
巻
市
の
復
興
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
４
月
15

日
現
在
で
、
２
千
５
６
０
万
１
千
２
６
２
円
と

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
に
送
金

し
、
被
災
者
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
９

月
30
日
㈮
ま
で
、
次
の
場
所
で
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
市
役
所
案
内
、
福
祉
課
窓
口
、
南
河
原
支
所
、

　

中
央
公
民
館
（
「
み
ら
い
」
内
）
、
各
地
域

公
民
館
（
15
カ
所
）、
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」

  

被
災
地
へ
救
援
隊
を
派
遣

  

引
き
続
き
義
援
金
を
募
集

  

被
災
地
支
援
を

　
　
　
　

  

行
い
ま
し
た

石巻市で活動する
ボランティア

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
太
平
洋
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し

た
地
震
は
、
東
日
本
を
中
心
に
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
震
発
生
後
た
だ
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
て
迅
速
に
対
処
す
る
と
と
も

に
、
被
災
者
な
ら
び
に
被
災
地
へ
の
積
極
的
な
支
援
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
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３
月
25
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
た
救
援

物
資
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
支
援
に

よ
り
、
食
料
や
紙
お
む
つ
な
ど
多
く
の
物
資
が

集
め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た

物
資
は
、
４
月
７
日
、
い
き
い
き
・
元
気
サ
ポ

ー
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
搬
入

作
業
を
行
い
、
宮
城
県
石
巻
市
の
被
災
者
へ
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
救
援
物
資
の
受
け
付

け
は
、
4
月
30
日
で
一
時
休
止
と
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
一
時
避
難
所
を
開
設
し
避
難
者
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
る
無
償
提
供
住
宅

の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

公
立
学
校
へ
の
受
け
入
れ
や
就
学
援
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。

○
市
内
の
親
族
宅
な
ど
に
個
別
に
避
難
さ
れ
て

い
る
方
の
情
報
も
収
集
し
て
い
ま
す
。
避
難

さ
れ
て
い
る
方
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

市
で
は
迅
速
に
次
の
よ
う
な
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

○
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
安
否
確
認
を
は
じ

め
、
避
難
所
の
開
設
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
お
よ
び
危
険
個
所
の
把
握
。

○
小
針
焼
却
場
建
設
予
定
地
で
、
が
れ
き
や
廃

材
の
無
償
引
き
取
り
を
開
始
。

○
家
屋
が
被
害
を
受
け
た
場
合
、
必
要
な
方
に

対
し
、
「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
。

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
耐
震

性
能
が
低
く
、
大
地
震
の
際
に
は
倒
壊
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
木
造
住
宅
を

対
象
に
簡
易
な
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

震
災
直
後
行
わ
れ
て
き
た
計
画
停
電
で
し
た

が
、
東
京
電
力
㈱
で
は
「
今
後
、
原
則
行
わ
な

い
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
電
力
を
多
く
消
費

す
る
夏
場
で
も
計
画
停
電
が
行
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
引
き
続
き
節
電
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
被
災
者
の
状
況
を
考
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
自
粛
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
過
度
な
自
粛
は
経
済
を
停
滞
さ
せ
、

結
果
的
に
被
災
地
の
復
興
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
普
段
の
生
活
に
戻

し
、
募
金
活
動
を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

行
動
す
る
こ
と
で
被
災
地
の
復
興
に
役
立
つ
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
防
災
担
当

　

（
内
線
２
８
２
）

  

救
援
物
資
で
被
災
者
に
笑
顔
を

いきいき・元気サポーターによる物資の搬入

食糧 インスタントめん
215 個 ほか

水 2リットルペットボトル
210本 ほか

紙おむつ 大人用378パック、
子ども用80パック ほか

毛布 103枚

救援物資の受付件数
（4月15日現在）

  

被
災
者
の
受
け
入
れ
お
よ
び
生
活
支
援

  

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
を

  

市
内
の
被
害
状
況

震災直後の市内の様子

内容 件数

人的被害
（けが人） 4

物的被害
（屋根瓦、塀、

外・内壁
など）

985

漏水 10

液状化 1

道路の亀裂 2

合計 1,002

  

市
内
被
災
者
へ
の
対
応

小針焼却場建設予定地に運ばれたがれきや廃材

  

今
で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　

  

始
め
ま
し
ょ
う

  

節
電
に
ご
協
力
を

  

平
常
な
生
活
に

　

私
た
ち
は
自
然
と
共
存
し
て
い
く
中

で
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
尊
い
命
を
守
る
た

め
、
避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
食
な
ど

の
常
備
、
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
の
構

築
な
ど
、
普
段
か
ら
災
害
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※その他、医療品や日用品類も多数届け
　られました。

  
大
地
震
に
備
え
て
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わ
が
国
は
、
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
半

面
、
近
年
は
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
生
活

習
慣
病
の
増
加
な
ど
が
社
会
問
題
と
し
て
現

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
本

市
で
は
平
成
23
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
元
気
ア
ッ
プ
！

元
気
ア
ッ
プ
！

健
康
と
食
育
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

　

こ
の
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
次
の
よ
う

な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

【基本目標】
身体を動かす意識を高め、運動習慣
を身に付けよう！

行動目標
・�日常生活の中で意識して身体を動
かす人を増やそう

・�気軽に運動を始められるきっかけ
を増やそう

・�健康のために積極的に歩く人を増
やそう

【基本目標】
上手にストレスを解消し、楽しくい
きいきとした生活を送ろう！

行動目標
・�睡眠時間を確保し、疲労回復を図っ
ている人を増やそう

・�こころの健康のために相談機関を
知っている人を増やそう

・�地域とのつながりを持っている人
を増やそう

【基本目標】
歯の大切さを知って、生涯を通じて
健康な歯を守ろう！

行動目標
・�定期的に歯科健診を受ける人を増
やそう
・�むし歯のある子どもを減らそう
・�いつまでも自分の歯で食べられる
人を増やそう

身体活動・運動休養・こころの
健康づくり歯の健康

幼少期からの
健康づくりは大切！

急速に進む高齢社会
大丈夫かしら

「食」に関する
意識啓発は必要だね

健康への関心を高める
きっかけはあるかな

健康に関するきめ
細やかな情報がほしい

地域資源の周知と
積極的な活用をした方
がいいよね！

？ 見
え
て
き
た
課
題

６
つ
の
分
野
の
基
本
目
標
と
行
動
目
標
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健
康
と
食
育
推
進
プ
ラ
ン
」を
策
定
。
健
康

増
進
と
食
育
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
最
近
疲
れ
て
や
る
気
が
出
な
い
」、「
運

動
不
足
だ
」、「
食
生
活
が
乱
れ
て
い
る
」と

感
じ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
こ
そ
、
健
康
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は
自
ら

つ
く
り
、
守
る
」と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
生

涯
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会

全
体
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
「
誰
も
が
健
や
か
で
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
関
係
者
か
ら
な
る
「
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
」、
市
の
職
員
で
構
成
さ
れ

る
「
策
定
委
員
会
」お
よ
び
「
策
定
委
員
会

作
業
部
会
」を
設
置
し
、
計
画
の
検
討
と
調

整
に
当
た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
健
康
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
貴

重
な
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5

だ
れ
も
が
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

計
画
の
策
定
体
制

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
食
育
、

健
康
増
進
の
側
面
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
６
つ
の

分
野
ご
と
の
基
本
目
標
と
行
動
目
標
を
設
定
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
と
協
働
し
な
が
ら
、

健
康
増
進
・
食
育
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
３―

０
０
５
３

　

こ
の
計
画
は
、「
個
人
や
家
庭
」「
行
政
」「
関

係
団
体
」の
協
働
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
意
識
を
高
め
、
自
発
的
な
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

単
に
、
毎
年
の
事
業
や
参
加
人
数
だ
け
を
増

や
す
こ
と
は
、
行
動
目
標
の
実
現
の
手
段
と
は

な
り
ま
す
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
動
目

標
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
結
果
と
し
て
皆
さ
ん
の
健
康
度
や
意

識
が
高
ま
っ
た
と
い
う
成
果
が
最
も
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
計
画
期
間
内
で
あ
っ
て
も
市
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど

に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
常
に
改
善
を
図
れ
る

よ
う
に
管
理
と
評
価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

成
果
指
標
を
は
じ
め
、
詳
し
く
は
、
５
月
に

世
帯
配
付
さ
れ
る
計
画
書
の
概
要
版
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【基本目標】
健康に与える影響を知って、禁煙と
適度な飲酒に心がけよう！

行動目標
・たばこを吸う人を減らそう
・過度に飲酒する人を減らそう
・�喫煙や飲酒が及ぼす健康の害を理
解する人を増やそう

【基本目標】
規則正しい生活習慣を身につけ、自
らの健康保持に努めよう！

行動目標
・�健（検）診を積極的に受けて、健康状
態を正しく把握する人を増やそう
・�自分の健康は自分で守る意識を
持って、行動する人を増やそう

【基本目標】
「食」の楽しさ、大切さを伝え合おう！

行動目標
・�１日３回バランスよく食べ、健康
な身体をつくろう
・�家族や仲間と食事や料理を楽しみ、
人とのつながりを深めよう
・�地元で採れた農産物をおいしく食
べよう
・�ふるさとの料理を知り、食文化を
伝えよう

たばこ・アルコールがん・生活習慣病食生活・栄養

基
本
目
標
と
行
動
目
標
を
設
定
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４
月
10
日
と
24
日
に
全
国
で
第
17
回
統
一
地
方
選
挙
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
田
市
で
は
、
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
東
第
１
区
）、
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
お
よ
び
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工藤　正司 氏

　

市 

長 

選 
挙

　

市
長
選
挙
は
４
月
17

日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
職
の
工
藤
正
司

氏（
無
所
属
）の
ほ
か
に

立
候
補
の
届
け
出
が
な

く
、
無
投
票
で
２
回
目

の
当
選
が
決
定
し
ま
し

た
。

党派 候補者氏名 得票数

当 無　所　属 岩 田 　 讓 啓 ２，２７４ 

当 無　所　属 梁 瀬 　 里 司 ２，０５６  
当 公　明　党 大 河 原 梅 夫 ２，０５４ 

当 公　明　党 二本柳妃佐子 １，８６５ 

当 無　所　属 斎 藤 　 哲 男 １，８４９ 

当 公　明　党 東 　 美 智 子 １，８３６ 

当 無　所　属 吉 田 　 豊 彦 １，７９８ 

当 無　所　属 柿 沼 　 貴 志 １，７５９

当 無　所　属 秋 山 　 佳 干 １，６６９ 

当 無　所　属 吉 田 　 幸 一 １，５６６ 

当 無　所　属 新 井 　 孝 義 １，４５２ 

当 無　所　属 新 井 　 教 弘 １，４５２ 

当 無　所　属 小 林 　 友 明 １，４４０ 

当 無　所　属 平 社 　 輝 男 １，３３３ 

当 無　所　属 石 井 　 直 彦 １，３２７ 

当 日本共産党 大 久 保 　 忠 １，２８８ 

当 無　所　属 高 橋 　 弘 行 １，２４８ 

当 無　所　属 香 川 　 宏 行 １，２２１ 

当 無　所　属 野 口 　 啓 造 １，１９６ 

当 日本共産党 栗 原 　 二 郎 １，１９３ 

当 無　所　属 三 宅 　 盾 子 １，１７０ 

当 無　所　属 松 本 　 安 夫 １，００８ 

　 無　所　属 野 本 　 翔 平 ９６２ 

　 無　所　属 高 田 　 　 栄 ９２３ 

　 日本共産党 石 井 　 孝 志 ７５９ 

　 無　所　属 中 村 　 博 行 ７１６ 

無　所　属 榎 本 　 　 稔 ３２５ 

無　所　属 長 嶋 　 　 郁 ２９０ 

無　　効　　票 ５０３  

統
一
地
方
選
挙
結
果

統
一
地
方
選
挙
結
果

統
一
地
方
選
挙
結
果

統
一
地
方
選
挙
結
果

　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
４
月
24
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
か
ら
、
定
数
が
２
人
減
っ
て
22
人
と
な

り
、
こ
れ
に
28
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

当
選
さ
れ
た
22
人
の
方
々
は
、
現
職
16
人
、
元
職
１
人
、
新
人
５
人
で
、
党
派
別
で
は
、
無
所
属
17
人
、
公
明
党
３
人
、

日
本
共
産
党
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※得票数のうち、あん分による端数は省略しました。氏名は本人の届け出のとおりです。

▼
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
２
１
９
）

市議会議員一般選挙結果　（敬称略・得票数順）

県 議 会 議 員 一 般 選 挙

党派 候補者氏名 得票数

当 自由民主党 鈴 木  聖 二 １６，６１７

無　所　属 漆 原  金 作 ６，４５２

無　　効　　票 ６９３

※氏名は本人の届け出のとおりです。

　（敬称略・得票数順）
県議会議員一般選挙結果

鈴木　聖二 氏

　県議会議員一般選
挙は4月10日に投票
が行われ、現職の鈴
木聖二氏（自由民主
党）が16,617票を
獲得し、4回目の当
選となりました。
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人 

事 

異 

動

　
　

      　

 

（
課
長
級
以
上
の
職
員
）

●
異
動　

平
成
23
年
４
月
１
日
付

【
部
長
・
参
事
・
技
監
】
▼
建
設
部
長　

新
井
敏

夫
（

（教）
学
校
教
育
部
長
）
▼
会
計
管
理
者　

高

橋
秀
雄
（
総
合
政
策
部
長
）
▼
監
査
委
員
事
務

局
長　

棚
澤
惠
（
総
務
部
長
）
▼
消
防
長　

宮

﨑
薫
（
環
境
経
済
部
長
兼
㈶
行
田
市
中
小
企
業

退
職
金
共
済
会
事
務
局
長
）
▼
環
境
経
済
部
長

兼
㈶
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務
局

長
兼
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長
事
務
取
扱

兼
副
参
事(

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
担
当)　

河
野
恭
男

（
参
事
兼
環
境
経
済
部
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
長
事
務
取
扱
兼
副
参
事
（
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

担
当
）
）
▼
総
務
部
長　

小
川
栄
一
（
市
民
生

活
部
長
）
▼

（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務

理
事
（
部
長
級
）
石
川
法
男
（

（福）
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
▼
市
民
生
活
部
長
兼

危
機
管
理
監　

小
林
茂
（
環
境
経
済
部
次
長
兼

環
境
課
長
）
▼

（教）
学
校
教
育
部
長　

大
谷
恭
栄

（
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉
課
長
）
▼
総
合
政

策
部
長　

小
河
原
勝
美
（
総
務
部
次
長
兼
人
事

課
長
）　

【
部
次
長
】
▼
㈳
行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長
（
次
長
級
）
猪
野
塚
敏
和
（
副
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▼

（教）
学
校
教
育
部
次

長
兼
教
育
総
務
課
長　

高
橋
秀
男
（
総
合
政
策

部
次
長
兼
企
画
政
策
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
次

長
兼
福
祉
課
長
兼
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

長
谷
川
清
（
議
会
事
務
局
次
長
）
▼
総
務
部
次

長
兼
人
事
課
長　

風
間
祥
一
（
都
市
整
備
部
次

長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部

次
長
兼
老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘
園
長
兼
事
務
長
事

務
取
扱　

藤
間
英
夫
（
健
康
福
祉
部
老
人
ホ
ー

ム
大
寿
荘
園
長
兼
事
務
長
事
務
取
扱
）
▼
議
会

事
務
局
次
長
（
次
長
級
）
小
林
永
治
（

（教）
生
涯

学
習
部
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
中
央
公
民

館
長
）
▼
建
設
部
次
長
兼
用
地
課
長
兼
土
地
開

発
公
社
事
務
局
長　

柿
沼
肇
（
建
設
部
用
地
課

長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）
▼

（教）
生
涯
学

習
部
次
長
兼
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
長　

森
光
弘

（
（教）
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
長
）
▼

（教）
生
涯
学
習
部
次
長
兼
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
中
央
公
民
館
長　

門
井
輝
秋
（

（教）
学
校
教

　

育
部
教
育
総
務
課
長
）
▼
建
設
部
次
長
兼
道
路

治
水
課
長　

小
林
修
（
建
設
部
道
路
治
水
課

長
）
▼
総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長　

堀
口
真
弘

（
総
務
部
税
務
課
長
）
▼
消
防
本
部
次
長
兼
消

防
署
長　

杉
山
晴
彦
（
消
防
署
長
）

【
課
長
・
副
参
事
】
▼
健
康
福
祉
部
副
参
事
（
保

育
園
担
当
）
兼
子
育
て
支
援
課
長
野
保
育
園
長

栗
原
栄
（

（教）
学
校
教
育
部
副
参
事
兼
学
校
教
育

課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
事
務
取

扱
）
▼

（教）
生
涯
学
習
部
副
参
事
（
中
央
公
民
館

担
当
）
萩
原
康
弘
（

（教）
生
涯
学
習
部
副
参
事
）

▼
環
境
経
済
部
環
境
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所

長　

小
巻
政
史
（
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

長
）
▼
市
民
生
活
部
南
河
原
支
所
長　

吉
野
貞

雄
（
㈶
行
田
市
産
業･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
い
き
い

き
財
団
本
部
業
務
（
総
務
・
人
事
担
当
、
経
理

担
当
、
企
画
・
管
理
担
当
）
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
兼
ス
ポ
ー
ツ
事
業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼

古
代
蓮
の
里
事
業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
▼

（教）
生
涯
学
習
部
文
化
財
保
護
課
長　

柴
﨑
一
彦

　

（
総
務
部
人
権
推
進
課
長
）
▼
㈶
行
田
市
産

業
・
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
本
部
業

務
（
総
務
・
人
事
担
当
、
経
理
担
当
、
企
画
・

管
理
担
当
）
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
ス
ポ
ー
ツ

事
業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
古
代
蓮
の
里
事

業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

島
田
清
（
健
康
福

祉
部
高
齢
者
福
祉
課
長
）
▼
市
民
生
活
部
副
参

事
兼
生
活
課
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所

長　

野
中
利
子
（

（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼

（教）
学
校
教
育

部
副
参
事
兼
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
事
務
長
事
務
取
扱　

小
管
秀
行
（
建
設

部
副
参
事
（
調
査
担
当
）
）
▼
総
務
部
人
権
推

進
課
長　

島
田
卓
吏
（
総
務
部
副
参
事
（
収
納

担
当
）
）
▼

（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
（
課
長
級
）
夏
目
眞
利
（
市
民
生
活
部

生
活
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長

門
倉
正
明
（
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
行

田
市
勤
労
会
館
長
兼
㈶
行
田
市
中
小
企
業
退
職

金
共
済
会
事
務
局
次
長
）
▼
環
境
経
済
部
商
工

観
光
課
長
兼
行
田
市
勤
労
会
館
長
兼
㈶
行
田
市

中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務
局
次
長　

小

巻
健
二
（
都
市
整
備
部
水
道
課
主
幹
）
▼
総
務

部
副
参
事
（
人
権
同
和
対
策
担
当)　

福
原
智

（
総
務
部
人
権
推
進
課
主
幹
）
▼
市
民
生
活
部

防
災
安
全
課
長　

吉
田
悦
生
（
市
民
生
活
部
防

災
安
全
課
主
幹
）
▼
都
市
整
備
部
副
参
事(

下

水
道
普
及
促
進
担
当)　

長
谷
見
悟
（
都
市
整

備
部
開
発
指
導
課
主
幹
）
▼
都
市
整
備
部
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
長　

岡
村
幸
雄
（
都
市
整
備
部

下
水
道
課
主
幹
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
長　

新
井
康
夫
（

（教）
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く

　

り
支
援
課
主
幹
）
▼
会
計
課
長　

石
川
隆
美

 
（
会
計
課
主
幹
）
▼
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
長

　

小
池
義
憲
（
総
務
部
人
事
課
主
幹
）
▼
健
康
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
長　

佐
野
雄
一
（
健
康
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
主
幹
）
▼
総
合
政
策
部
広

報
広
聴
課
長　

内
田
親
生
（
総
務
部
税
務
課
主

幹
）
▼

（教）
学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
長　

柏
瀬

裕
之
（
埼
玉
中
）
▼
総
務
部
副
参
事
（
収
納
担

当
）
島
田
道
太
（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）
▼
市
民

生
活
部
生
活
課
長　

浪
江
美
穂
（
埼
玉
県
か
ら

派
遣
）
▼
消
防
署
副
署
長
（
第
２
中
隊
担
当
）

小
久
保
久
雄
（
消
防
署
西
分
署
第
２
小
隊
長
）

▼
消
防
署
西
分
署
長
兼
第
１
小
隊
長　

堀
口
洋

（
消
防
署
北
分
署
第
２
小
隊
長
）
▼
消
防
署
北

分
署
長
兼
第
２
小
隊
長　

古
川
久
夫
（
消
防
署

本
署
第
２
中
隊
小
隊
長
）
▼
消
防
署
副
署
長

（
第
１
中
隊
担
当
）
荒
井
和
人
（
消
防
署
北
分

署
長
兼
第
１
小
隊
長
）
▼
消
防
署
南
分
署
長
兼

第
２
小
隊
長　

松
嶋
光
二
（
消
防
署
西
分
署
長

兼
第
１
小
隊
長
）

●
退
職　

平
成
23
年
３
月
31
日
付

　

▼
消
防
長　

江
森
保　

▼
会
計
管
理
者　

棚
澤

栄　

▼
（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

田
口
隆
一　

▼
建
設
部
長　

鎌
田
裕　

▼
監
査

委
員
事
務
局
長　

加
島
慎
悟　

▼
㈶
行
田
市
産

業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
専
務
理

事
兼
事
務
局
長　

新
井
祥
夫　

▼
（教）
参
事
兼
生

涯
学
習
部
郷
土
博
物
館
長
事
務
取
扱　

大
山
能

則　

▼
危
機
管
理
監
兼
防
災
安
全
課
長
事
務
取

扱　

山
村
英
裕　

▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
保
険

年
金
課
長　

小
林
典
男　

▼
健
康
福
祉
部
次
長

兼
子
育
て
支
援
課
長　

安
部
節
子　

▼
（教）
学
校

教
育
部
次
長
兼
学
校
教
育
課
長　

関
根
勇　

▼

（教）
生
涯
学
習
部
文
化
財
保
護
課
長　

田
島
秀
夫

▼
消
防
署
副
署
長
（
第
２
中
隊
担
当
）
樋
口
計

二　

▼
消
防
署
副
署
長
（
第
１
中
隊
担
当
）
篠

田
邦
久　

▼
消
防
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　国民健康保険税では、世帯主、国保被保険者、特定同
一世帯所属者の所得を合算した額が一定の所得金額以下
（33万円以下など）の世帯に対して、税額を軽減する制
度があります。適用するためには、世帯全員（世帯主、
国保被保険者で16歳以上の方、特定同一世帯所属者）
の所得の申告が必要となります。
　なお、所得のない方（確定申告などで扶養になってい
る方を含む）も申告が必要です。未申告の方がいると軽
減制度が適用されませんので、ご注意ください。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271、272、
　273）

　国保に加入するときや、職場の健康保険に加入したと
きなどは、届け出が必要です。届け出は本人と同じ世帯
の方が行うこともできます。加入は届け出の日からでは
なく、資格を得た月までさかのぼって加入となります。
届け出が遅れると国民健康保険税も加入月までさかの
ぼって課税となりますので、1回の支払い額が高額にな
ることがあります。
　また、喪失の届け出が遅れ、国保の資格を喪失した
後、国保の保険証を提示し診療を受けた場合、国保が負
担した診療費を返金していただくことになります。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271、272、
　273）

　自動車税は車を所有している方に掛かる県の税金で
す。５月31日（火）までに忘れずに納めましょう。
※納付は金融機関、郵便局のほか、コンビ二エンススト
　アでもできます。

▶問い合わせ　
　自動車税コールセンター
　☎050―3786―1222

自動車税の納付を忘れずに自動車税の納付を忘れずに

　子ども手当は、４月から９月までの６カ月間、これまで
と同様に月額13,000円が支給されることになりました。

▶対　　象　中学校修了前（15歳到達後の最初の3月31
日）までの子ども

▶支 給 額　１人につき月額13,000円
▶支 給 月　６月 (２～５月分)
　　　　　　10月 (６～９月分)

申請手続きが必要な方
○出生などにより、新たに養育する子どもができた方　
○すでに受給していて、出生などにより養育する子ども

が増えた方
○すでに受給していて、他の市町村から転入された方

申請手続きが不要な方
○すでに受給していて、支給対象となる子どもの数に変

更がない方

▶そ の 他　６月の現況届の提出
　は不要です。
▶問い合わせ　子育て支援課子育て
　支援担当（内線262）

　県では、企業における子育て支援の促進および保育所
待機児童の解消を図るため、企業内保育所の整備費を助
成しています。

▶対　　象　福利厚生事業を目的として、県内に原則５
人以上を定員とする保育施設を設置する企
業、病院、学校など

▶対象経費　保育所設置に係る整備費および備品費
▶補 助 額　１企業当たり500万円まで
▶申し込み　事前に県子育て支援課へ電話で連絡のうえ、

5月31日（火）までに整備提案書を直接ま
たは郵送で提出してください。（〒330―
9301 さいたま市浦和区高砂３―15―１ 
県子育て支援課）

▶整備提案書の配布場所　同課窓口および同課ホーム
ページからダウンロード可。

　　　　　　http://www.pref.saitama.lg.jp/page/
kosodate-hoiku-kigyounai.html

▶問い合わせ　同課☎048―830―3328
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市税の納付は納期限内に

納付を忘れてしまうと・・・
　市税は納期限内に納めていただくこと
が原則です。地方税法では、督促状発送
日から起算して10日を経過した日まで
に納付がない場合、財産を差押えしなけ
ればならないとされています。市では、
納期限内に納税されている多くの方との
公正・公平性を確保するため、督促状送
付後、催告を行ったうえで、差押えなど
の滞納処分を実施しています。督促状お
よび催告書を発送するには、印刷費や郵
送料など本来不必要な経費が掛かりま
す。さらに、その後の滞納整理の手続き
にも多大な経費を要します。これらの経
費も、本来市民の皆さんの福祉・教育・
土木事業などに使うべき税金から支出し
ています。

　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。市民
税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠かすことのできない重要な財
源です。納め忘れのないよう早めの納付を心掛けましょう。

　また、市税を納期限後に納付する場合、延滞金(※１)が掛かり
ます。延滞金は、納期限内に納付すれば掛かることのない余計な
出費となりますので、市税は納期限内に納めましょう。

※１  延滞金の率は、法律により年14.6％です。（ただし、平成23年
　　　 中は、納期限の翌日から１カ月を経過するまでの期間は年4.3％）

○平成23年度　市税納期限一覧

市・県民税
第１期 第２期 第３期 第４期

  6月30日   8月31日 10月31日 12月26日

固定資産税
第１期 第２期 第３期 第４期

  5月31日   8月  1日   9月30日 11月30日

軽自動車税
全期

  5月31日

  国民健康保険税

第１期 第２期 第３期 第４期

  8月  1日   8月31日   9月30日 10月31日

第５期 第６期 第７期 第８期

11月30日 12月26日   1月31日   2月29日

第９期

  4月  2日

　税金の督促状が届き、初めて納めていないこと
に気付いたことはありませんか。「うっかり」と
いうこともあるでしょう。それを防ぐのが口座振
替です。一度手続きをすれば、市税の納期限日に
指定した口座から自動的に税金が引き落とされま
すので、納付のために金融機関や市役所に出掛け
る必要がありません。市税の納付は、確実・便利
な口座振替をご利用ください。

▶申し込み　市内すべての金融機関で申し込みで
きます。預金通帳と通帳印を持参し、各金融機
関窓口または市役所税務課窓口にて手続きをし
てください。
▶問い合わせ　同課収納担当
　（内線236・237）

　コンビニエンスストア（コンビニ）で市税を納付できるように
なりました。これにより、日本全国、休日・夜間、時間を問わ
ず納付できます。

●コンビニで納付する際の注意点
・納期限を確かめて、必要な納付書のみをコンビニに持参し、

現金で納付してください。
・納付すると領収証書が渡されますので、大切に保管してくだ

さい。
・納期別に一枚ずつとなっている納付書は、納付処理をスムー

ズにするため、ホチキスなどで留めないでください。
・手数料は市が負担します。

●コンビニで納付できない納付書
・バーコードのない納付書や、傷・汚れなどによりバーコード

を読み取れない納付書
・納期限を過ぎた納付書
・各期別（1枚あたり）の納付額が30万円を超える納付書
・金額を訂正したものや、金額を書き加えた納付書
※この場合は、金融機関などをご利用ください。

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）
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特設人権相談を開催します

　６月１日は「人権擁護委員の日」です。熊谷人権擁護
委員協議会行田部会では、基本的人権を擁護し、人権侵
害などのない明るい社会を築くため、特設人権相談を開
催します。
　家庭内のいざこざ・差別・子どものいじめ・虐待・そ
の他日常生活でお悩みの方は、気軽にご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

▶日　　時　６月８日（水）午前10時～午後３時
▶場　　所　忍・行田公民館 第１A・B会議室
▶相 談 員 〈熊谷人権擁護委員協議会行田部会〉
　　　　　　細　村　圭　右　氏

　　　　　　小　林　美恵子　氏

　　　　　　荒　木　みどり　氏

　　　　　　山　野　達　雄　氏

　　　　　　原　口　知　宣　氏

　　　　　　松　田　重　俊　氏

　　　　　　松　井　愛　子　氏

　　　　　　永　沼　規美雄　氏

▶そ の 他　定期相談は、毎月第２水曜日（午後１時30
　　　　　分～３時30分）に、忍・行田公民館学習室

　　　　　　などで実施しています。
▶問い合わせ　人権推進課人権同和対策担当（内線221）

　市では、平成24年度から平成26年度を計画期間とす
る「高齢者保健福祉計画」および「介護保険事業計画」
を策定します。つきましては、幅広く皆さんの意見を反
映するため、市民の皆さんから委員を募集します。

▶応募資格　市内在住で、平日昼間の会議（年４～５回予
定）に出席できる方。　　

　ただし、次の方は応募できません。　
⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の職に

ある方
⑵市職員および市議会議員

▶募集人数　
　４月１日現在65歳以上の方 ………………１人
　４月１日現在40歳以上65歳未満の方……１人
▶任　　期　計画の策定が完了するまで
▶応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入した書

類（様式自由）を６月３日（金）（必着）までに直接または
郵送で提出してください。

 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸２―５ 行田
市高齢者福祉課

▶選考方法　応募者多数の場合は、公開抽選により決定
（日時は後日連絡）

▶問い合わせ　同課（内線222、278）
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関東Ｂ―1グランプリの
　　　　　　 ロゴマークが正式決定！

　９月10日（土）・11日（日）に開催が決定した関東Ｂ―１グランプリ in 行田。このコーナー
では、同グランプリを成功させるために、まちが一つになってこの大会を迎えるという意識を
高め、市民の皆さんの協力体制を整えることを目的に、今月から同グランプリを開催する９月
までの間、５回にわたりＢ―１グランプリを詳しく紹介していきます。

｢関東Ｂ―1グランプリ
　　　　 in行田実行委員会」が発足！
　２月22日、関東Ｂ―１グランプリin行田の開催
により、全国へ向けて市の魅力を発信することで多
くの来訪者を迎え入れ、市内産業および観光振興な
らびにまちの活性化を図ることを目的として、｢関
東Ｂ―1グランプリin行田実行委員会」（大会会長工
藤正司市長）が発足しました。実行委員会では、今後、
市民ボランティアの募集や協賛金の協力など、オール
行田で取り組む姿勢を盛り上げていきます。皆さんの
温かいご支援とご協力をお願いします。

開催に向けたカウントダウンを開始！
　開催ＰＲの一環として、市内３カ所（市役所玄関、
観光案内所、産業文化会館）にカウントダウン表示
ボードを設置。開催に向けた機運も盛り上がりつつ
あります。

市内3カ所にカウントダウン表示ボードを設置

つけましたか？住宅用火災警報器

　Ｂ―１グランプリは、Ｂ級ご当地グルメを売るこ
とを目的とするのではなく、ご当地グルメを通じ
て、自分たちのまちを知ってもらうために開催され
る大会です。したがって、ゴールドグランプリを受
賞した優勝者は料理名ではなく、食でまちおこしを
している団体の名前が呼ばれます。
　平成18年に青森県八戸市で行われた第１回大会
では、出展団体は10団体、来場者数は17,000人
でしたが、昨年の第５回厚木大会では、出展は47
団体、来場者数は43万5,000人に膨れ上がりまし
た。これほどまでに多くの人の注目を集めるイベン
トになったのは、Ｂ―１グランプリがＢ級ご当地グ
ルメイベントの草分け的存在であることはもちろん
のこと、各団体が自分のまちを愛し、その熱い思い
で大会を盛り上げようとしているからです。さら
に、開催地となったまちは、まちを総動員して大会
を手作りし、出展者も「全員が主催者である」とい
う自覚を持って、開催地と自分のまちの元気のため
に頑張っています。
　「Ｂ―１グランプリ」を主催している㈳Ｂ級ご
当地グルメでまちおこし団体連絡協議会(通称「愛
Ｂリーグ」)に、「行田ゼリーフライ研究会」(通称
「ゼリ研」)も加盟し、第２回富士宮大会から連続
出場しており、行田を愛し、ゼリーフライの力を信
じて活動しています。ゼリ研だけでなく、Ｂ―１グ
ランプリの出展団体はすべてまちおこしのボラン
ティア団体であり、店舗を営んでいるわけではあり
ません。おらがまちのＢ級ご当地グルメを通じて地
域を知ってもらい、自分たちのまちに足を運んでほ
しいと考えて活動しています。そのため、これらの
団体の活動は「出店」ではなく「出展」と表記して
います。
（行田ゼリーフライ研究会会長　松井秀二郎）

   Ｂー１グランプリ基本の「き」

▶問い合わせ　関東Ｂ―１グランプリin行田実行委員
　会事務局（観光プロジェクト推進室内・内線378）

　Ｂ―１グランプリニュース　Ｂ―１グランプリニュース
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたい
とき

 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター  ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
　窓口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名

  5月22日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  5月29日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  6月  5日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  6月12日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

ポリオ予防接種　　
　受付日時　5月12日(木)・16日(月) 午後1時30分～

2時20分
　対　　象　平成22年1月・2月・3月生まれのお子さん
　　　　　　対象児以外でまだ受けていないお子さん

（７歳６カ月未満）は、この機会に受けて
ください。なお、ワクチンの準備などがあ
りますので、事前にご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　5月25日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年2月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　6月1日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年2月16日～28日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
　日　　時　５月19日(木)
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方。

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

健康相談（申し込み不要）
　日　　時　６月14日（火）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　６月14日（火）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　６月14日（火）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

※いずれも場所は保健センター

ヤング骨密度・ヤング歯周病検診
ヤング骨密度検診
　骨量が減少し、骨がもろくなることで骨折の危険が高
くなる骨粗しょう症。女性は中高年になると骨粗しょう
症になりやすくなります。骨密度がピークの若い時期か
ら予防しましょう。

ヤング歯周病検診
　歯の喪失を予防するためには、若いころから正しいケ
アの仕方を身に付けることが大切です。この機会に口

こうくう

腔
の状態を知り、正しいブラッシング方法を身に付けま
しょう。

▶日　　時　７月７日（木）午前９時～11時（予約制）
▶場　　所　保健センター
▶検査方法 【骨密度検診】前腕のエックス線検査
　　　　　 【歯周病検診】口腔内診査・ブラッシング指導
▶対　　象　20～39歳の女性（妊娠中の方を除く）
　　　　　　※ヤング骨密度検診は昨年受けていない方
▶費　　用　500円
▶持 ち 物　タオル(ヤング歯周病検査を受ける方)
▶そ の 他　どちらか一方の検診でも可。また、保育を

希望される方は申し込みの際にご相談くだ
さい。

▶申し込み　６月１日（水）から直接または電話で保健セ
ンター
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

小児用肺炎球菌ワクチンおよび
ヒブワクチンの接種が再開されます
　小児用肺炎球菌ワクチンおよびヒブワクチンは接種後
の死亡事例が複数報告されたことから、国では３月４日
から一時的に接種を見合わせていましたが、専門家の会
議で評価を行った結果、安全性に問題はないとされたた
め、４月１日から接種が再開されました。

▶対　　象　生後２カ月～５歳未満のお子さん
▶接種方法　市内実施医療機関での個別接種（下記一覧

をご参照のうえ、予約してください）
▶接種費用　無料
▶持 ち 物　健康保険証、母子健康手帳（予診票は各医

療機関にあります）
▶そ の 他　接種を希望する場合は、かかりつけ医とよ

く相談してください。
▶注　　意　接種費用助成の実施期間は平成24年３月
　　　　　　31日までです。
　　　　　　平成24年４月１日以降の助成内容は、制度

の改正などにより変更する場合があります。

子宮頸がん予防ワクチンの
接種について

 「市報ぎょうだ」4月号で、すでにご案内しています
が、子宮頸がん予防ワクチンは、現在、供給が不足して
おり、接種することが難しい状況です。供給体制が整い
次第、「市報ぎょうだ」などでお知らせします。

▶対　　象　中学１年生～高校１年生相当年齢（平成11
年４月１日～平成７年４月２日生まれ）の女性

▶接種方法　市内実施医療機関での個別接種（下記一覧を
ご参照のうえ、医療機関に確認してください）

▶接種費用　無料
▶持 ち 物　健康保険証、予防接種記録カード
▶そ の 他　子宮頸がん予防ワクチンの説明書、予防接

種記録カードなどをお持ちでない方は、保
健センターまでご連絡ください。

▶注　　意　接種費用助成の実施期間は平成24年３月
　　　　　　31日までです。　　
　　　　　　平成24年４月１日以降の助成内容は、制度

の改正などにより変更する場合があります。

医療機関名 住所 電話
ヒブワクチン
小児用
肺炎球菌
ワクチン

子宮頸がん
ワクチン

  医）赤井胃腸科  門井町2-10-32 553-2233 ○ ○

  医）池畑クリニック  宮本16-1 556-2295 ○ ○

  医）おくだいら内科
  クリニック  門井町3-19-5 556-7877 ○ ○

  医）加藤内科医院  旭町3-2 556-3253 ○ ○

  医）川島胃腸科  佐間1-18-39 553-0001 × ○

  河本耳鼻咽喉科  門井町2-24-43 555-2626 ○ ×

  医）行田中央総合病院  富士見町2-17-17 553-3360
553-2000 ○ ○

  こばやし小児科・
  内科  棚田町1-51-1 554-9011 ○ ×

  さかつめ内科医院  城西1-6-22 553-5202 ○ ○

　市内実施医療機関
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図
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・
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▽
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▽
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５
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０　

　

Ｆ
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５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

医療機関名 住所 電話
ヒブワクチン
小児用
肺炎球菌
ワクチン

子宮頸がん
ワクチン

  医）壮幸会
  行田総合病院  持田376 552-1111 ○ ○

  田代医院  向町1-22 553-2351 ○ ×

  医）根本医院  行田10-22 555-1261 ○ ○

  野口産婦人科  天満7-20 556-4292 × ○

  ハピネス診療所  長野7296-1 559-0082 × ○

  松原医院  長野1-31-10 553-6700 ○ ○

  医）南川げんき
  クリニック  小見1400-1 554-8835 ○ ○

  やまかわ内科
  クリニック

 壱里山町18-6
 マルオカビル2F 564-1488 ○ ○

  医）吉田記念 　　  
  山本クリニック  埼玉4719 558-3507 ○ ○
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。
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こ
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登
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環境調査結果をお知らせします
　市では河川の水質および底質、大気および土壌中のダイオキシン類に関する調査を行っています。平成22年度
の結果は次のとおりです。

　市では河川の汚染防止対策として、合併処理浄化
槽の設置や適正使用の推進をしています。また、ダ
イオキシン防止対策として、市内野焼き防止パト
ロールを行っています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556−9530

１　河川の水質（年平均値）
【調査日】平成22年５月27日、８月26日、11月12日、平成23年２月22日
【結果】長野落のBODは環境基準値を超えていましたが、それ以外は
　　　　環境基準値を下回りました。

測定地点 pH BOD
（mg/ℓ）

SS
（mg/ℓ）

新忍川 7.5 2.8 12
長野落 7.5 8.0 22

北河原用水 7.4 2.9 10
荒川左岸幹線用水 8.3 3.2 9

酒巻導水路 7.9 3.2 8
環境基準値 6.5 〜 8.5 5 50

２　河川の底質
【調査日】平成23年１月20日
【結果】底質を除去しなければならない基準である「底質の暫定除
　　　　去基準」を下回り、良好な結果でした。

測定地点 総水銀
(mg/kg(dry))

ポリ塩化ビフェニル
(mg/kg(dry))

長野落
上流 0.09 0.01 以下
中流 0.06 0.01 以下

北河原用水
上流 0.05 0.01 以下
中流 0.02 0.01 以下

底質の暫定除去基準 25 10

・pH（水素イオン濃度指数）：酸性かアルカリ性かを示す指標で、７が中性
・BOD（生物化学的酸素要求量）：有機物汚濁の指標
・SS（浮遊物質）：水中に漂っている固形物質の量
※測定は年４回、各河川の上流・中流・下流で行っており、上記の結果は各河川の　
年間平均値です。なお、測定結果の詳細は市ホームページで公表しています。

３　大気中のダイオキシン類
【調査日】［夏季］平成22年８月20日〜27日
　　　　　［冬季］平成22年12月３日〜10日
【結果】環境基準値を下回り、良好な結果でした。

調査地点 ダイオキシン類濃度 (年平均値 )
（pg-TEQ/㎥）

行田市役所 0.029
南河原支所 0.034

地域文化センター 0.045
環境基準値 0.6

４　土壌中のダイオキシン類
【調査日】平成22年８月19日
【結果】環境基準値を下回り、良好な結果でした。

調査地点 ダイオキシン類濃度
（pg-TEQ/g）

南河原幼児北公園  18.0　
砂原公園 6.3

地域文化センター 1.1
環境基準値 1,000

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

  　
　
　

樹
木
の
剪
定
の
お
願
い

せ
ん
て
い
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
5月2日㈪・6日㈮・9日㈪・16日㈪・23日㈪　 
・30日㈪・31日㈫、6月6日㈪・13日㈪　　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   5月24日㈫  ※次回6月28日㈫の予約は 
  6月1日㈬から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 コミュ二ティセンターみずしろ   5月16日㈪、6月6日㈪　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   5月15日㈰、6月3日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  5月16日㈪・17日㈫・19日㈭・20日㈮・
  23日㈪・24日㈫・26日㈭・27日㈮・30日
   ㈪・31日㈫、6月2日㈭・3日㈮・6日㈪・7  
  日㈫・9日㈭・10日㈮・13日㈪・14日㈫

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   6月8日㈬　※予約制   午後1時〜4時 埼玉県行政書士会北埼玉支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   5月19日㈭・28日㈯ 、6月2日㈭・11日㈯

  ※各土曜日は市内在住の方対象の電話相談も受け付けます 
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   5月17日㈫・20日㈮・24日㈫・27日㈮・31
  日㈫、6月3日㈮・7日㈫・10日㈮・14日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   6月8日㈬　   午前10時〜午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   5月17日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   6月5日㈰　　 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   5月17日㈫・24日㈫・31日㈫
  6月7日㈫・14日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （5月15日〜6月15日）

▶日　　時　5月21日（土）午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　シートン動物記　ちび犬チンク（23分）、
　　　　　　ギザ耳うさぎ（23分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　資源の有効活用を図るため、保存期限の過ぎた雑誌や古
い本を希望者に無料配布します。当日の状況によって予定
時刻よりも早く終了する場合や、冊数制限をさせていただ
く場合もありますが、ご了承ください。
▶日　　時　5月22日（日）午前10時〜午後5時
▶場　　所　図書館事務室東側

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　5月17日（火）、6月14日（火）午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

・わたしの彼氏（青山七恵）
・リラを揺らす風（谷村志穂）
・大盛りワックス虫ボトル（魚住直子）
・花の巫女（三木聖子）

▶日　　時　5月13日（金）、6月10日（金）午後2時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム　
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　5月18日（水）午前10時30分〜11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　5月28日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　6月4日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　

▶日　　時　6月11日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　

▶日　　時　6月15日（水）午前10時30分〜11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　２、３歳児と保護者　　　

※会場は、いずれも図書館おはなしのへや

新着図書 定例子ども映画会

おはなし会

移動図書館巡回日程

※変更となる場合もあります

ブックスタート

読み語りの会

雑誌・本のリサイクル

5
月
17
日
（火）

北
河
原
小

5
月
18
日
（水）

荒
木
小

5
月
20
日
（金）

南
河
原
小

5
月
25
日
（水）

須
加
小

5
月
26
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

5
月
27
日
（金）

埼
玉
小

6
月
1
日
（水）

北
小

6
月
3
日
（金）

太
田
西
小

6
月
7
日
（火）

北
河
原
小

6
月
8
日
（水）

星
宮
小

6
月
9
日
（木）

泉
小

6
月
10
日
（金）

太
田
東
小

6
月
15
日
（水）

荒
木
小



広  場
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今
月
は
、
昨
年
の
市
制
施
行
61
周
年
・
文
化
の
日
、

合
併
５
周
年
記
念
式
典
で
文
化
功
労
表
彰
を
受
賞
し
、

金
子
東と

う
え
ん園

と
い
う
雅が

号ご
う

で
人
生
初
の
個
展
を
開
催
し

た
金
子
昌
司
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
筆
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

金
子
さ
ん
は
、
小
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
18
歳
の
こ

ろ
、
趣
味
と
し
て
書
道
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
業
で
あ
る
教
師
を
続
け
な
が
ら
、
本
格
的

に
書
の
道
を
歩
も
う
と
決
心
し
た
の
は
昭
和
32
年
の

こ
ろ
。
地
元
の
書
家
で
あ
る
渥
美
大
童
さ
ん
な
ど
か

ら
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
、
日
本
を
代
表
す
る
書
家

で
あ
る
松
井
如じ

ょ
り
ゅ
う
流
さ
ん
や
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
三
田

清
白
さ
ん
を
師
と
し
て
書
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
私

の
書
道
人
生
で
一
番
の
転
機
は
、
目
標
と
し
て
い
た

三
田
先
生
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
先

生
が
い
な
く
な
っ
た
後
は
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
金
子
さ
ん
。
ほ
か
の
門
下
生
が
別
の
師
匠

に
付
く
中
、
書
一
筋
と
い
う
環
境
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
特
に
師
匠
を
求
め
ず
自
分
一
人
で
書
を
学
ん
で

い
こ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
教
師
を
や

り
な
が
ら
自
分
ら
し
い
書
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

は
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
負
担
が
掛
か
り
、
心

が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
も
、兄
弟
子
や
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
り
、「
自
分
ら
し
い
書
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
」
を
常
に
自
問
自
答
し
た
り
と
、
悩
み
な
が
ら
毎

日
基
礎
練
習
を
積
み
重
ね
、
多
く
の
展
覧
会
に
出
品

す
る
作
品
を
創
り
続
け
る
な
ど
、
一
歩
一
歩
前
に
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
継
続
は
力
な
り
」
と

い
う
言
葉
の
と
お
り
、
そ
の
努
力
は
実
を
結
び
、
自

分
で
書
を
研
究
し
て
８
年
の
月
日
が
経
過
し
た
昭

和
54
年
か
ら
３
年
連
続
で
埼
玉
県
展
特
選
賞
を
受
賞
。

そ
の
後
も
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

教
師
を
退
職
後
、
各
地
域
公
民
館
の
書
道
ク
ラ
ブ

や
市
内
外
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
書
き
初
め

の
指
導
な
ど
書
の
活
動
を
続
け
る
中
、
産
業
文
化

会
館
か
ら
企
画
展
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
個
展
の
開

催
に
最
初
は
「
力
不
足
と
時
間
が
な
い
中
で
、
満
足

の
い
く
作
品
が
で
き
る
の
か
」
と
悩
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
自
分
で
道
を
切
り
開
い
た
経
験
を
生
か

し
、80
歳
を
記
念
し
た
「
金
子
東
園
書
作
展
」
を
開
催
。

最
新
の
作
品
約
50
点
を
展
示
し
、
多
く
の
来
場
者
か

ら
称
賛
の
声
を
い
た
だ
き
、大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
私
な
ん
て
相
撲
で
い
え
ば
、
十
両
に
も
い
っ
て
い

ま
せ
ん
よ
」
と
謙
虚
に
話
す
金
子
さ
ん
。「
体
力
と
気

力
が
続
く
限
り
書
を
続
け
、
90
歳
ま
で
に
も
う
一
度

個
展
を
開
き
た
い
」と
穏
や
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

	

佐
間	

須
永　

節
子

地な

い震
八
日
無
常
の
雪
に
母
捜さ
が

す

	

本
丸	

関　
　

常
子

ひ
っ
そ
り
と
大
樹
の
下
の
冬
す
み
れ

	

忍	

伊
藤　

英
子

憂
き
こ
と
を
乗
り
越
え
つ
つ
も
木ぼ
け瓜
芽
吹
き

	

忍	

岡
田　
　

修

箸
措お

い
て
耳
そ
ば
だ
て
る
初
音
か
な

	

谷
郷	

冨
山　

由
喜

普
段
着
の
卒
業
式
や
は
れ
ば
れ
と

	

佐
間	

根
岸　

克
美

物
忘
れ
し
て
も
息そ
く
さ
い災
よ
も
ぎ
餅

	

桜
町	

大
塚　

保
子

夢
追
ひ
し
明
日
と
繋つ
な

ぐ
木
の
芽
か
な

	

向
町	

茂
木　

咲
子

春
萌
え
る
忘
れ
た
球
根
顔
を
出
し

	

下
忍	

阿
部　

義
之

春
昼
の
猫
の
あ
く
び
を
も
ら
い
け
り

	

荒
木	

国
島　

初
江

亡
き
夫ひ
と

に
一
人
墓
参
の
春
彼
岸

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

三
月
や
未み

ぞ

う
曾
有
の
被
害
夢
の
間
に

	

城
南	

町
田
ツ
ギ
子

沈
丁
花
香
り
た
だ
よ
う
今
日
あ
し
た

	

富
士
見
町	

森　
　

節
子

こ
の
苦
さ
笑
っ
て
ゆ
る
せ
る
ふ
き
の
と
う

	

矢
場	

鈴
木
か
ず
の

幸
不
幸
混
ぜ
て
届
く
や
春
の
風

	

持
田	

田
子　

敏
枝

曇
り
な
き
瞳
に
映
る
内
裏
雛

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『 早 春 』（油絵）
西依　暎子（桜町）

私
の
作
品

私
の
作
品

自
ら
切
り
開
い
た
書
で
、

�

自
身
初
の
個
展
を
開
催

金
子　

昌し
ょ
う
じ司 

さ
ん
（
80
歳･

富
士
見
町
）



中
野　

吏り

と都
ち
ゃ
ん（
和
田
）

父
・
均
さ
ん　

母
・
か
お
り
さ
ん

平
成
22
年
５
月
20
日
生
ま
れ

「
優
し
く
明
る
い
子
に
な
っ
て
ね
!!
」

勝
間
田 

光こ

う羽
ち
ゃ
ん（
下
須
戸
）

父
・
英
八
楼
さ
ん　

母
・
恵
子
さ
ん

平
成
22
年
５
月
17
日
生
ま
れ

「
笑
顔
が
お
茶
目
な
は
に
か
み
ボ
ー
イ
♡
」
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跳
ね
る
ボ
ー

ル
に
、
明
る
い

声
。
持
田
公
民

館
の
ホ
ー
ル
の

扉
を
開
け
る
と
、

色
鮮
や
か
な
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
身

を
包
ん
だ
「
持

田
公
民
館
卓
球

ク
ラ
ブ
」
の
皆

さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和
58
年
ご
ろ
、
持
田
地
区
体
育
協
会
が
卓
球

の
普
及
を
願
っ
て
開
催
し
た
「
卓
球
教
室
」
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
誕
生
し
ま
し
た
。
な
ん
と

約
30
年
も
の
長
い
歴
史
を
誇
り
ま
す
。
卓
球
は

生
涯
を
通
じ
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
あ
っ

て
、
現
在
で
は
50
代
の
方
を
中
心
に
16
人
の
メ

ン
バ
ー
が
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
心
地
よ
い
テ
ン
ポ
で
ラ
リ
ー
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
気
楽
に
、
楽
し
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
同
ク
ラ

ブ
は
常
に
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
練

習
が
始
ま
る
と
、
ボ
ー
ル
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ

し
は
真
剣
そ
の
も
の
。
苦
手
な
プ
レ
ー
を
繰
り

返
し
行
う
な
ど
、
自
ら
課
題
を
課
し
、
誰
も
が

強
く
な
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

基
本
練
習
の
後
は
、
試
合
形
式
で
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
磨
き
を
か
け
ま
す
。
回
転
の
か
か
っ

た
サ
ー
ブ
や
、
全
身
を
使
っ
て
打
ち
込
む
ス
マ
ッ

シ
ュ
な
ど
、
見
て
い
て
息
を
の
む
場
面
ば
か
り
。

練
習
を
通
し
て
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
き
ず
な
を
深
め
、
年
に
４
回

開
催
さ
れ
る
市
内
の
大
会
に
臨
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
今
後
は
６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
る
行
田

市
民
卓
球
大
会
春
季
団
体
戦
で
、
一
勝
で
も
多

く
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
一
致
団
結
し
な
が

ら
い
き
い
き
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
打
ち
解
け
た
仲
間
と
一
緒
に
、
汗
を
流
す

の
が
心
地
い
い
」
と
ほ
ほ
笑
む
同
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
。
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
む
皆
さ
ん
の
中

に
は
、
卓
球
の
面
白
さ
を
広
め
た
い
と
い
う
結

成
当
初
の
思
い
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
持
田
公
民
館
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ボ
ー
ル
の
音
が
響
き
渡

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

高
橋
宅
☎
５
５
６―

７
９
７
３

木
村　

咲さ
つ
き月

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
哲
崇
さ
ん　

母
・
真
弥
さ
ん

平
成
22
年
５
月
19
日
生
ま
れ

「
毎
日
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
!!
」

高
澤　

瑠る

あ亜
ち
ゃ
ん（
本
丸
）

父
・
憲
之
さ
ん　

母
・
亜
樹
さ
ん

平
成
22
年
５
月
７
日
生
ま
れ

「
明
る
い
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

吉
田　

琢た
く
と人

ち
ゃ
ん（
利
田
）

父
・
浩
二
さ
ん　

母
・
可
奈
さ
ん

平
成
22
年
５
月
８
日
生
ま
れ

「
悠
人
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ
☆
」

持田公民館卓球クラブ
～卓球で身も心もリフレッシュ～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○5月31日(火)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募要
領は市ホームページをご
覧ください。

○応募者多数の場合は、6月2日(木)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成22年7月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
日
時　

６
月
７
日
㈫
午
前
９
時 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館
玄
関
前　

▼

配
布
す
る
菊
苗　

厚
物
、
管
物
３
千

本　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
２
）

《
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
）
業
務
》

▼
期
間　

６
月
20
日
㈪
～
８
月
５
日

㈮
※
２
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務 

▼
時
間　

午
前
７
時
～
９
時　

▼
業

務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
電
話
応

対
な
ど　

▼
時
給　

９
０
０
円　

▼

募
集
人
数　

３
人

《
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
業
務
》

▼
期
間　

６
月
20
日
㈪
～
８
月
５
日

㈮
※
２
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務 

▼
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
１
時 

▼
業
務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど　

▼
時
給�

８
３
０
円　

▼
募
集
人
数　

３
人

▼
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
５
月
16
日
㈪
ま
で
に
商
工
観

光
課
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
書

類
お
よ
び
面
接
に
て
選
考
。 

▼
問

い
合
わ
せ　

同
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

５
月
15
日
～
６
月
26
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
11
時
～
正
午
（
６

月
12
日
は
午
後
１
時
～
２
時
、
26
日

は
午
後
７
時
～
８
時
） 

▼
場
所 

「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場 

▼
内
容　

空
手
や
カ
ン
フ
ー
な
ど
の

武
術
を
取
り
入
れ
、
武
器
を
使
っ
て

演
武
を
行
う
。 

▼
対
象　

５
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
（
親
子
参
加
可
） 

▼

参
加
無
料　

▼
持
ち
物　

動
き
や
す

い
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
田
宅
☎

５
５
４―

９
６
８
７

▼
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
映
像
ホ
ー
ル
（「
み

ら
い
」
内
） 

▼
内
容　
「
よ
く
わ
か

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
ほ
か
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
と
市
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
参
加
無
料　

▼
定
員　

80

人
（
先
着
順
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

中

村
☎
０
９
０―

１
７
７
８―

４
０
６
２

 

市
の
花
・
菊
苗
の

 

無
料
配
布

 

臨
時
職
員

武
活
動 

Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ 

Ａ
ｒ
ｔ
ｓ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

東
北
関
東
大
震
災

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

 

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

第
８
回
「
公
開
学
習
会
」

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

シルバー人材センターで
生きがい仲間を見つけませんか

ご参加ください
ごみゼロ運動

　行田市シルバー人材センターでは新規会員を募集し
ています。長年培った知識や技術を生かして地域に貢
献するなど、生きがいを見つけてみませんか。
▶対　　象　 60歳以上で健康で働く意欲がある方
▶入会説明会　 毎月第３木曜日午前10時から行ってい

ます。
ご利用ください
　同センターに仕事を依頼したい方は気軽にご相談く
ださい。
【仕事例】
　刃物研ぎ、植木の剪

せん

定
てい

、ふすま･障子･網戸の張り替
え、除草作業、簡単な大工仕事、塗装、毛筆筆耕、留守中
のペットの世話、植木の散水作業、屋内外の掃除など
▶問い合わせ　同センター☎５５６―５２２１

　生活環境の美化を図るため、全市民参加の市内一斉
清掃(ごみゼロ運動)を行いますので、ご協力をお願いし
ます。
▶実 施 日　 ５月15日（日）（雨天の場合は22日（日）に

延期）※雨天などにより中止する場合は、
午前６時30分に防災行政無線でお知らせ
します。

▶�問い合わせ　環境課環境業務担当☎５５６―９５３０



▼
展
示
期
間　

６
月
２
日
㈭
～
12
日

㈰
午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
水
曜
日

を
除
く
） 

▼
展
示
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

▼
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
☎
５
５
３

―

０
１
３
１

▼
日
時　

６
月
26
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
正
午
ご
ろ
※
荒
天
中
止　

▼
集

合
場
所　

市
民
プ
ー
ル
脇
広
場　

▼

コ
ー
ス《
忍
城
戦
記
・
合
戦
９
㎞
コ
ー

ス
》
市
民
プ
ー
ル
脇
広
場
→
忍
城
本

丸
→
諏
訪
神
社
→
下
忍
口
→
持
田
口

→
皿
尾
口
→
谷
郷
口
→
長
野
口
→
大

　

行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委
員
会

で
は
、「
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
、

み
ん
な
で
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
合
言
葉
に
、
市
内
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
水
城
公
園
を
愛
着
の
あ
る
公
園
と

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
ご

協
力
を
い
た
だ
け
る
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
違
反
簡
易
広
告
物
除
却
推

進
員
に
よ
る
市
内
主
要
道
路
の
違

法
広
告
撤
去
作
業
も
一
緒
に
行
い

ま
す
。

▼
日
時　

５
月
21
日
㈯
午
前
９
時
～

10
時
ご
ろ
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場

所　

午
前
８
時
45
分
に
産
業
文
化
会

館
ホ
ー
ル
前
広
場　

▼
持
ち
物　

清

掃
用
の
手
袋
、
ご
み
袋　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
委
員
会
事
務
局
☎
５
５
０

―

１
５
５
２
（
管
理
課
内
）

　

平
成
23
年
度
水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
い
た
だ
い
た
市

内
小･

中
学
生
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
門
→
清
善
寺
→
高
源
寺
→
市
民

プ
ー
ル
脇
広
場　

▼
対
象　

市
内
在

住･

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方
※
小

学
生
は
保
護
者
ま
た
は
成
人
同
伴
の

こ
と　

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
） 

▼
主
催　

行
田
市
体
育

指
導
委
員
協
議
会　

▼
申
し
込
み 

５
月
10
日
㈫
～
６
月
10
日
㈮
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
直
接
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
ま
た
は
中
央
公
民
館
、
各

地
域
公
民
館
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

５
月
29
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

熊
谷
文
化
創
造
館
さ

く
ら
め
い
と
（
熊
谷
市
拾
六
間

１
１
１―

１
） 

▼
出
演　

久
住
純
信

さ
ん
（
指
揮
） 

▼
曲
目　

交
響
曲
第

３
番
イ
短
調
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」

ほ
か　

▼
入
場
料　
【
前
売
り
券
】

１
千
円　
【
当
日
券
】
１
千
３
０
０

円
※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

７
０
０
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い�

八
木
橋
百
貨
店
ほ
か　

▼
主
催　

埼

玉
交
響
楽
団　

▼
そ
の
他　

３
歳
以

下
の
入
場
不
可　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
交
響
楽
団
事
務
局
☎
５
３
２―

９
０
１
２

広告

19

ご
参
加
く
だ
さ
い

 

水
城
公
園
お
よ
び

 

公
園
通
り
の
清
掃
活
動

水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

 

第
11
回

 

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

埼
玉
交
響
楽
団

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

 

「
第
66
回
定
期
演
奏
会
」

回 期　　日 作 家 名 学習内容 （作品）

1 ６月15日（水） 桐 野 夏 生
『ＯＵＴ』
『柔らかな頬』
『ナニカアル』

2 ７月20日（水） 横 山 秀 夫
『半落ち』
『第三の時効』
『臨場』

3 ９月14日（水） 北原亞以子
『深川澪通り木戸番小屋』
『傷 慶次郎縁側日記』
『恋忘れ草』

4 10月12日（水） 横 溝 正 史
『本陣殺人事件』
『獄門島』
『犬神家の一族』

5 11月18日（金） 三 浦 綾 子
『氷点』
『続氷点』
『塩狩峠』

▶時　　間　午後１時30分～３時
▶場　　所　中央公民館第１学習室（「みらい」内）
▶内　　容　作品の背景や作家の生涯についての学習
▶講　　師　誉田龍一さん（日本推理作家協会会員）
▶定　　員　80人
▶費　　用　無　料
▶主　　催　同公民館
▶�申し込み・問い合わせ　５月25日(水)午前９時から同

公民館窓口（電話受け付けは午前10時から）☎５５６
－２６４９

文学講座受講生



催し・募集

０
０
２
４ 

行
田
市
小
針
２
５
８
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４
☎

５
５
９―

３
７
８
９

▼
日
時　

６
月
４
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

エ
レ
メ
ン
ト
、
夏
の

思
い
出
ほ
か　

▼
出
演　

古
澤
篤
さ

ん
（
指
揮
）、江
森
久
美
子
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行

田
女
声
合
唱
団　

▼
後
援　

行
田
市

教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

石
部
宅
☎
５
５
４―

５
４
９
５

▼
日
時　

６
月
12
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

威
風
堂
々
、
レ
イ

ダ
ー
ス
・
マ
ー
チ
ほ
か　

▼
入
場
無

料　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会 

▼
そ
の
他　

団
員
募
集
中　

▼
問
い

合
わ
せ　

長
島
邦
明
☎
５
５
４―

９
８
０
０

▼
日
時　

５
月
８
日
㈰
午
前
９
時
～

10
時　

▼
場
所　

馬
見
塚
第
２
集
会

所
（
西
善
院
） 

▼
内
容　

馬
見
塚
橋

東
側
の
観
察
と
新
堤
の
見
学　

▼
問

い
合
わ
せ　

星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ

ソ
ウ
を
守
る
会
会
長
松
村
宅
☎

５
５
９―

３
０
１
０

▼
日
時　

６
月
９
日
㈭
～
12
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
９
日
は

午
前
10
時
か
ら
） 

▼
場
所　

佐
間
公

民
館　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
ク
ラ
ブ
代
表
高
澤
宅
☎

５
５
５―

１
３
３
５

20

広告

《住民基本台帳人口》
人口85,719人　　男42,672人　　女43,047人　　世帯数32,709世帯
3月中の異動　出生47人　転入等371人　死亡68人　転出等412人

行田市の人口と世帯
（平成23年4月１日現在）

▼
日
時　

５
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30

分　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
４
階 

▼
内
容　

種
目
説
明
、
面
接
指
導
な

ど　

▼
対
象　

中
学
生
～
26
歳
の
方

お
よ
び
そ
の
保
護
者
な
ど　

▼
資
料

請
求
・
問
い
合
わ
せ　

防
衛
省
熊
谷

地
域
事
務
所
☎
５
２
２―

４
８
５
５

（
〒
３
６
０―

０
０
３
７ 

熊
谷
市
筑

波
３―

90―

１
国
際
ビ
ル
２
階
）

▼
日
時　

６
月
12
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

団
体
戦
【
男
子
】
１
部
・
２

部
（
４
単
１
複
方
式
）
１
チ
ー
ム
４

人
【
女
子
】
１
部
・
２
部
（
２
単
１

複
方
式
）
１
チ
ー
ム
３
人
※
学
生
は

男
女
各
３
チ
ー
ム
ま
で　

▼
参
加
費 

１
チ
ー
ム
２
千
円
（
学
生

１
千
５
０
０
円
）
※
連
盟
未
登
録
の

場
合
は
２
千
５
０
０
円　

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月
25

日
㈬
午
後
７
時
ま
で
に
種
目
、
チ
ー

ム
名
、
メ
ン
バ
ー
名
を
記
入
し
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
市
卓
球
連
盟

事
務
局
田
島
直
也
（
〒
３
６
１―

平
成
23
年
度

自
衛
官
・
防
衛
大
学
校
・

�
高
等
工
科
学
校
等
採
用
説
明
会

�

行
田
女
声
合
唱
団
演
奏
会

�

行
田
市
民
卓
球
大
会

�

春
季
団
体
戦

�

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

�

第
４
回
定
期
演
奏
会

�

星
川
の
自
然
と

�

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

�

佐
間
写
真
ク
ラ
ブ

�

作
品
発
表
会

不動岡市民大学受講生
講　座　名 日　　時 講　　師 定　員

（先着順）

A 大河ドラマ
「江」の解説

5月28日、6月25日、
7月16日、10月1日、
10月29日の土曜日
午前10時～ 11時

前田伴一さん
(元不動岡高校副校長)

100人

B
ボケる前に･･･
(成年後見制度

について)

5月28日、６月25日、
7月16日の土曜日
午後１時～ 2時30分

船川喜正さん
（不動岡市民大学事
務局長・行政書士）

100人

C 徒然草を読む

10月1日、10月29日、
11月26日、12月10日
の土曜日
午後1時～ 2時30分

門谷修二郎さん
(不動岡高校校長)

100人

D 絵を基礎から
学ぶ

5月21日、6月18日、
7月2日、9月10日、
10月15日の土曜日
午後2時～ 3時30分

関根典夫さん
(不動岡高校教諭)

25人

E 家庭でできる
簡単理科実験

10月22日、11月19日
の土曜日
午後2時～ 3時30分

櫻田　忍さん
(不動岡高校教諭)

40人

F 朝鮮通信使から
読む日朝関係

10月15日、11月26日、
12月10日の土曜日
午前10時～ 11時30分

飯島清志さん
(不動岡高校教諭)

100人

▶場　　所 不動岡高校大講義室（教科研究棟３階）
 ※D講座は１階美術室、E講座は２階科学実験室
▶受 講 料 500円（いくつでも選択可）
 ※E講座は実験費として別途300円程度徴収
▶申し込み  ５月13日(金)までに希望講座名、住所、氏名(ふりがな)、

電話番号を明記し、往復はがきまたはEメールで申し込
みください。【郵送】〒347－8513 加須市不動岡1－7
－45 県立不動岡高等学校市民大学事務局　【Eメール】
letter@fudooka-h.spec.ed.jp

▶問い合わせ　同校教頭☎0480－61－0140



１
千
２
０
０
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
購
入

方
法　

各
入
場
門
券
売
所
に
て
在

住
、
在
勤
、
在
学
が
分
か
る
も
の
を

提
示
（
１
人
に
つ
き
６
枚
ま
で
購
入

可
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０―

０
１―

１
９
５
０
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

▼
勤
務
時
間　

午
前
７
時
か
ら
３

～
４
時
間
程
度
（
希
望
に
よ
り
延

長
可
） 

▼
業
務
内
容　

会
館
内
の

受
付
案
内
、
売
店
接
客
業
務　

▼

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
土
・
日

曜
日
の
勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募

集
人
数　

若
干
名　

▼
時
給　

午

前
７
時
～
９
時
は
９
０
０
円
、
午

前
９
時
以
降
は
７
５
０
円　

▼
申

し
込
み　

５
月
27
日
㈮
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
同
会
館

に
持
参　

▼
選
考
方
法　

書
類
審

査
の
う
え
面
接
を
実
施

▼
日
時　

６
月
19
日
㈰
午
後
５
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
入
場
チ
ケ
ッ
ト 

振
り
替
え
公
演
の
入
場
に
際
し
て

は
、
現
在
手
持
ち
の
チ
ケ
ッ
ト
が

そ
の
ま
ま
有
効
と
な
り
ま
す
。 

▼
チ
ケ
ッ
ト
払
い
戻
し　

５
月
16

日
㈪
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
同
館
窓
口
（
期
間
を
過
ぎ
て

の
払
い
戻
し
不
可
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト

再
販
売　

払
い
戻
し
な
ど
で
チ

ケ
ッ
ト
が
販
売
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
５
月
21
日
㈯
午

前
９
時
か
ら
行
い
ま
す
。（
先
着

順
） 

▼
そ
の
他　

計
画
停
電
な
ど

の
理
由
に
よ
り
再
度
延
期
す
る
場

合
あ
り

▼
勤
務
場
所　

古
代
蓮
会
館
お
よ

び
売
店　

▼
勤
務
期
間　

６
月
中

旬
～
８
月
中
旬
※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
勤
務（
勤
務
日
数
な
ど
応
相
談
） 

▼
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

熊
谷
会
館
ホ
ー
ル

（
熊
谷
市
末
広
３―
９―

２
） 

▼
内

容　

個
性
的
な
動
物
た
ち
が
本
格
的

な
演
奏
で
活
躍
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト　

▼
出
演　

ズ
ー
ラ
シ
ア

ン
ブ
ラ
ス
、
弦
う
さ
ぎ　

▼
曲
目 

ウ
ィ
リ
ア
ム
テ
ル
序
曲
、愛
の
挨
拶
、

と
な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
ほ
か 

▼
入
場
料　

大
人
２
千
円
、
子
ど
も

（
３
歳
～
中
学
生
）
１
千
円
※
３
歳

未
満
の
入
場
不
可　

▼
主
催　

㈶
埼

玉
県
芸
術
文
化
振
興
財
団　

▼
後
援 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

宮
脇
書
店
行
田

店
ほ
か　

▼
申
し
込
み　

財
団
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０―

０
６
４―

９
３
９　

▼
問
い
合
わ
せ 

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
営
業
宣

伝
課
小
林
☎
０
４
８―

８
５
８―

５
５
０
７

▼
日
時　

６
月
24
日
㈮
午
後
６
時
開

始　

▼
場
所　

県
営
大
宮
公
園
球
場

（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
４―

９
） 

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方　

▼
入
場
料 

21

広告

熊
谷
会
館

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

 

「
音
楽
の
絵
本
」

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
対

 

東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

 

行
田
市
感
謝
デ
ー

固定資産税・都市計画税・・１期
軽自動車税・・・・・・・・全期	 納期限　５月31日（火）

今月の納税

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
レ
ビ
ュ
ー

 

振
り
替
え
公
演

古
代
蓮
の
里

　
（
蓮
の
開
花
期
間
）

 

ス
タ
ッ
フ
募
集

職　　　種 勤　務　時　間 募集人数・対象 時　　　給 申し込み・問い合わせ

市民プール
監視・施設管理
スタッフ

午前９時30分～午後９時
のうち３～８時間程度
※ 週3日 程 度 の ロ ー テ ー

ション勤務
※時間応相談
※ 夜間・休日のみ希望の学

生歓迎

若干名
※ 15歳になって最初の３

月31日を迎えた年齢以
上の方

※試用期間（２カ月間）あり

800円
※ 試用期間は750円

履歴書（写真貼付）を持参の
うえ、市民プール窓口
※選考方法：面接試験

（５月下旬ごろ実施予定）
市民プール（本丸３－５）
☎５５５－２４５５

市民プール　アルバイト・パートスタッフ
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享
徳
の
乱
に
よ
っ
て
鎌
倉
公
方
足
利
氏
を
頂
点

と
し
た
体
制
は
崩
壊
し
、
戦
国
時
代
と
な
っ
た
武
蔵

国
で
成
田
氏
も
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
い
を
繰
り

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
戦
国
大
名
と
よ

ば
れ
る
新
た
な
勢
力
が
戦
乱
の
世
に
登
場
し
て
き

ま
し
た
。
小
田
原
城
を
拠
点
と
し
た
北
条
氏
は
相

模
国
を
平
定
し
て
武
蔵
国
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
足

利
氏
や
山
内
上
杉
氏
ら
を
圧
倒
し
て
い
き
ま
し
た
。

成
田
氏
も
、
天
文
15
年
（
１
５
４
６
）
に
北
条
氏
康

が
武
蔵
国
か
ら
関
東
管
領
上
杉
氏
ら
の
勢
力
を
追

い
や
っ
た
河
越
合
戦
ま
で
に
は
北
条
方
に
な
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）、
越
後
国
の
長
尾
景
虎

（
後
の
上
杉
輝
虎
、
謙
信
）
が
三
国
峠
を
越
え
て
関

東
に
進
出
し
て
き
ま
し
た
。
関
東
の
領
主
た
ち
は

次
々
と
景
虎
に
従
い
、
成
田
長
泰
も
景
虎
に
味
方
し

て
相
模
国
に
遠
征
し
ま
し
た
。
景
虎
は
小
田
原
城
ま

で
攻
め
入
り
ま
す
が
、
北
条
方
は
籠ろ

う
じ
ょ
う城し
て
抵
抗
し

た
た
め
軍
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
鎌
倉

の
鶴
岡
八
幡
宮
で
関
東
管
領
職
と
上
杉
家
の
名
跡
を

譲
ら
れ
、
以
降
毎
年
の
よ
う
に
関
東
に
出
兵
し
て
き

ま
し
た
。

　

上
杉
軍
が
引
き
上
げ
る
と
成
田
長
泰
は
再
び
北

条
方
と
な
り
ま
す
が
、
永
禄
６
年
（
１
５
６
３
）
に

長
泰
の
弟
小
田
朝
興
が
城
主
を
つ
と
め
る
騎
西
城

が
上
杉
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
る
と
、
上
杉
方
と
な

り
ま
し
た
。
輝
虎
は
北
条
氏
や
甲
斐
の
武
田
氏
を
攻

め
る
た
め
、
成
田
氏
に
厩
橋
（
前
橋
）
や
羽
生
へ
の

出
兵
を
命
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
度
北
条
方
と
な

り
ま
す
が
、
同
12
年
に
北
条
氏
康
が
武
田
信
玄
対
策

の
た
め
上
杉
輝
虎
と
同
盟
を
結
ぶ
と
そ
の
協
定
に

よ
り
上
杉
方
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
成
田
氏

長
は
上
杉
方
か
ら
離
れ
、
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）

の
忍
城
開
城
ま
で
北
条
氏
の
配
下
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
成
田
氏
は
北
条
氏
と
上
杉
氏
の
間
を

揺
れ
動
き
な
が
ら
も
戦
国
の
世
を
巧
み
に
生
き
延

び
て
い
き
ま
し
た
。

　

築
城
し
た
城
主
が
、
そ
の
血
筋
を
保
ち
な
が
ら
、

戦
国
時
代
を
通
じ
て
代
々
城
主
と
し
て
居
続
け
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
北
条
氏
は
有
力
な
城
主
の
も

と
に
養
子
を
送
り
込
む
な
ど
、
一
族
に
取
り
込
ん
で

そ
の
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
成

田
氏
は
北
条
氏
と
血
縁
関
係
を
結
ば
ず
、
そ
の
配
下

と
は
い
え
自
立
性
の
高
い
有
力
な
領
主
と
し
て
、
家

臣
団
を
構
成
し
領
地
の
支
配
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者�
　宅にお届けします。
　�ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当
　（内線318）までご連絡ください。
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行
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行
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の
歴
史
再
発
見

9

環境にやさしい大豆油インキ

市
報

 ぎ
ょ

う
だ

  N
o.779

今月の表紙

平
成

23
年

5
月

1
日

発
行

■
編

集
・

発
行

／
行

田
市

総
合

政
策

部
広

報
広

聴
課

〒
３６１−８６０１

行
田

市
本

丸
2

番
5

号
　

TE
L

５
５

６
−

１
１

１
１

　
FA

X
５

５
０

−
２

１
１

６
ホ

ー
ム

ペ
ージ

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp　

携
帯

サ
イト

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp/m

obile/index.htm
l

戦
国
大
名
と
成
田
氏

　４月８日、満開の桜に迎えられて、市内16の小学校で入学式が行われました。
　ことし開校30周年を迎える桜ヶ丘小学校には53人の児童が入学。新しい友
達と一緒に勉強できるといった期待を胸に、新１年生誰もが目をキラキラと輝か
せていました。

忍城主成田氏長の花
か

押
おう

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　直
ちょっけい

径105メートル、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の円
えん

墳
ふん

として有
ゆう

名
めい

な丸
まる

墓
はか

山
やま

古
こ

墳
ふん

。
墳
ふん

丘
きゅう

の高
たか

さは埼
さき

玉
たま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

で最
さい

高
こう

の18.9メートル。埼
さき

玉
たま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

に
は数

かず

多
おお

くの古
こ

墳
ふん

があるけれど、なぜ丸
まる

墓
はか

山
やま

古
こ

墳
ふん

だけが円
えん

形
けい

をし
ているのかは、今でも謎

なぞ

に包
つつ

まれているんだって。なんだか神
しん

秘
ぴ

的
てき

。
　また、戦

せん

国
ごく

時
じ

代
だい

に石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

が忍
おし

城
じょう

を水
みず

攻
ぜ

めするときに陣
じん

を
張
は

ったとされる話
はなし

は有
ゆう

名
めい

です。古
こ

墳
ふん

の南
みなみ

側
がわ

には98段
だん

の階
かい

段
だん

があ
り、頂

ちょう

上
じょう

からは市
し

内
ない

を一
いち

望
ぼう

できる眺
なが

めのよさ。何
なん

度
ど

も登
のぼ

りたく
なっちゃいますよ。

丸
まる

  墓
はか

  山
やま

  古
こ

  墳
ふん
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